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☆天文の基礎知識 〇一 太陽が沈む位置の変化

だれ ゆうがた にしがわ

誰でも、夕 方に太陽が西側の地平線に沈むことは分かっているし、その沈む位置が毎日少

しずつ変わることも知っていると思います。そゐ沈む位置が1日にどのくらい変化するかば、

何日間か続けて観察したり∴計算によって求めることができます。

黒石市役所付近での観察によると、 3月21日i頃の春分の日に真
しだい きたがわ
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し南)に沈んだ太陽が、その後、次第に北側に沈むようになり、 6月21日頃の夏至の日には、

真西から約330離れ、岩木山からも 最 も離れた地平線に沈みます。そして、その後

岩木山の方にもどり、8月に入ってからも沈む位置が

だんだん真西の方に移動していきます。

このことにもとづいて考えると言韮(2022年)

の春分の日から夏至の日までは92日だから、その

間の太陽が沈む位置(角度)の1目 あたりの変化

を平均すると(33÷92=0.35)約0.35。で、
いどう

3日間に約10移動すると言えます。
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黒石市役所

しちよくけい

また、みなさんの目と太陽の両 端を結んでできる間の角の大きさを太陽の視 直径と言っ

て、 1年間のそれを平均すると約0.50です。したがって、太陽が沈む位置の変化は3日間に

太陽の視直径の約2倍、1日には太陽の視直径の約7割と言うこともできます。

銀河宇宙探検隊2022 ③

=夏の星空キャンプ=

「銀河宇宙探検隊」が、 7月2日(土)→3日(日)に六

郷公民館で開催されました。ずっと天気が悪かったも

のの夕方からは奇跡的に晴れわたり、夕焼けの中で岩

木山の右上にある三日月から観察を開始。欠けている

黒い部分がほんのり光って見える“地球照’’という現
しょう っきつぎ

象をはじめて観察することができました。また、次々

に現れる人工衛星にも隊員たちは太さわざ!午後9

時ころには、東の空に天の川とおり姫oひこ星、夏の

星座が見えて、子どもたちの心は星空にくぎづけです。

夜中の午前1時に起きてまた外に出ると、東に見え

ていた“夏の大三角’’が真上にあり、そこにかかる天

の川がとてもきれいでした。惑星も次々と上がってき

ていて、土星・木星。火星を望遠鏡ではじめて観察で

き感動!星が大好きな隊員たちにとっては、忘れら

れない星空キャンプになりました。

次回は8月19日の「夏の星座と天の川」です。

夕焼けにうかぶ三日月に望遠鏡を向ける隊員

おり姫J Jひこ星

隊員たちの上に横たわる「天の川」 (午後9時半ころ)


